
消
え
な
い
足
あ
と
を
求
め
て

―
―
台
南
酔
仙
閣
の
佐
藤
春
夫
―
―

河

野

龍

也

１

九
十
年
代
の
な
か
ば
か
ら
小
説
の
「
解
釈
」
と
い
う
こ
と
を
大
学

で
学
び
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
三
島
や
川
端
、
谷
崎
あ
た
り
が
好
き

で
、「
夭
折
の
美
学
」
な
ど
と
い
う
、
今
で
は
く
す
ぐ
っ
た
く
な
る

よ
う
な
甘
い
言
葉
に
陶
酔
し
、
新
潮
文
庫
の
オ
レ
ン
ジ
と
青
と
赤
字

の
背
表
紙
で
本
棚
を
埋
め
る
こ
と
に
無
上
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

文
学
部
に
行
け
ば
、
好
き
な
作
家
の
「
秘
密
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
。
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
大
学
の
講
義

を
聞
い
て
み
た
が
、
自
分
の
思
惑
と
は
ど
う
も
勝
手
が
違
う
。
す
ぐ

に
分
か
っ
た
の
は
、
文
学
研
究
の
世
界
が
、
文
学
少
年
の
趣
味
的
な

読
書
の
世
界
と
は
か
な
り
異
な
る
所
で
動
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
す
で
に
、
作
家
論
と
作
品
論
の
対
立
は
む
ろ
ん
、

作
品
論
と
テ
ク
ス
ト
論
の
対
立
と
い
う
こ
と
さ
え
も
古
び
た
話
題
と

な
っ
て
い
て
、「
作
者
を
殺
す
」
こ
と
が
「
小
説
解
釈
」
の
常
識
に

な
っ
て
い
た
。
以
来
、
小
説
と
社
会
情
勢
と
の
連
関
や
表
現
技
法
の

時
代
性
な
ど
、「
作
者
」
を
帰
結
点
と
し
な
い
幅
広
い
小
説
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
知
り
、
ま
た
私
自
身
で
も
、
個
々
の
小
説
が
持
つ
独
自

の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
に
新
た
な
喜
び
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
方
向
性
は
も
ち
ろ
ん
今
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
研
究
の
世
界
に
触
れ
て
か
ら
十
五
年
間
、
ず
っ
と
棚
上
げ

（
生
殺
し
？
）
に
し
続
け
て
き
た
「
作
者
」
が
、
こ
こ
へ
き
て
に
わ

か
に
気
に
な
り
始
め
て
い
る
。

佐
藤
春
夫
に
関
し
て
言
え
ば
、
臨
川
書
店
の
三
十
八
巻
本
全
集
が

二
〇
〇
一
年
に
完
結
し
、
講
談
社
版
十
二
巻
全
集
の
欠
が
大
幅
に
補

―６９―



わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
半
世
紀
を
超
え
る
作
家
の
文
業
が
ほ
ぼ
網
羅

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
研
究
は
新
全
集
の
恩
恵
な
し
に
は
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
完
結
後
に
発
見
さ
れ
た
逸

文
は
多
く
、
手
稿
ま
で
射
程
に
入
れ
た
膨
大
な
生
成
研
究
と
本
文
校

訂
は
、
将
来
の
課
題
と
し
て
依
然
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
生
れ
の
春
夫
と
直
接
交
友
が
あ
っ
た

関
係
者
を
探
す
の
は
難
し
い
と
し
て
も
、
子
や
孫
の
代
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
貴
重
な
文
献
や
逸
話
を
丹
念
に
集
め
、
年
譜
や
註
釈
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
作
業
は
今
で
も
不
可
能
で
は
な
い
。
埋
も
れ

た
資
料
や
故
人
に
つ
い
て
の
記
憶
は
、
い
ま
意
識
的
に
集
め
な
け
れ

ば
遠
か
ら
ず
消
え
ゆ
く
運
命
に
あ
る
。
最
近
は
こ
の
「
誰
か
が
や
ら

ね
ば
」
と
い
う
思
い
と
、「
今
な
ら
間
に
合
う
」
と
い
う
二
つ
の
思

い
が
私
を
さ
か
ん
に
「
作
者
」
へ
と
急
き
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
、

近
代
文
学
研
究
に
古
典
研
究
と
は
異
な
る
固
有
の
醍
醐
味
が
あ
る
と

す
る
な
ら
、
そ
の
一
つ
は
確
実
に
「
作
者
」
の
痕
跡
を
探
す
楽
し
み

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
自
筆
原
稿
を
検
証
す

る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
か
ら
、
作
家
馴
染
み
の
現
役
旅
館
や
居
酒
屋
を

堪
能
す
る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
ま
で
、
や
は
り
「
作
者
」
と
の
近
さ
が

こ
の
分
野
に
関
わ
る
楽
し
さ
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
例
え
ば
漱
石
や
芥
川
の
よ
う
に
、
基
礎
研
究
に

分
厚
い
蓄
積
の
あ
る
方
が
ま
れ
で
、
む
し
ろ
多
く
の
作
家
研
究
で
は
、

基
礎
研
究
を
積
み
上
げ
て
い
る
最
中
か
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と

い
う
段
階
で
し
か
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
近
代
文
学
研
究
は
、
対
象
と
な

る
時
代
に
あ
ま
り
に
も
近
い
普
請
中
の
分
野
な
の
で
、
テ
ク
ス
ト
分

析
の
技
術
を
個
人
と
し
て
磨
く
こ
と
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
一
見
ナ
イ
ー
ブ
で
あ
っ
て
も
生
身
の
「
作

者
」
を
追
い
か
け
る
作
業
も
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
次

代
へ
の
蓄
積
を
残
す
と
い
っ
た
意
味
合
い
も
あ
る
。
二
者
択
一
が
美

徳
だ
と
思
う
か
ら
苦
し
く
な
る
の
で
、
自
分
で
は
そ
う
い
う
無
理
を

や
め
た
い
と
近
頃
や
っ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

二
〇
一
一
年
二
月
下
旬
の
一
週
間
、
台
湾
南
部
の
都
市
台
南
に
接

す
る
安
平
の
町
で
、
研
究
三
昧
の
至
福
の
時
間
を
過
ご
し
た
。
こ
こ

は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
夏
、
谷
崎
千
代
へ
の
恋
に
や
つ
れ
た
佐

藤
春
夫
が
、
心
中
の
憂
悶
を
抱
え
て
さ
す
ら
っ
た
古
い
港
町
で
あ
る
。

台
南
は
約
十
年
ぶ
り
の
再
訪
、
安
平
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
今
回
は

安
平
出
身
の
研
究
者
・
蔡
維
鋼
さ
ん
の
案
内
で
、
港
の
路
地
裏
を
二

人
乗
り
の
ス
ク
ー
タ
ー
で
走
り
回
っ
た
。
今
か
ら
九
十
一
年
前
の
古

都
の
面
影
を
探
す
時
間
旅
行
で
あ
る
。
夜
は
蔡
さ
ん
の
ご
家
族
に
真

心
の
も
て
な
し
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
日
の
成
果
を
夜
更
け
ま
で
語

り
合
っ
た
。
蔡
さ
ん
が
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
盃
を
止
め
て
考
え
込
ん
で
い

る
風
情
は
、
ち
ょ
っ
と
酔
仙
閣
の
「
世
外
民
」
を
思
わ
せ
な
い
で
も

―７０―



な
い
。「
世
外
民
」
と
は
、
佐
藤
春
夫
の
名
作
「
女
誡
扇
綺
譚
」
に

登
場
す
る
若
き
漢
詩
人
の
名
で
あ
る
。

社
会
派
怪
奇
小
説
と
も
言
う
べ
き
「
女
誡
扇
綺
譚
」（『
女
性
』
一

九
二
五
・
五
）
は
、
こ
の
街
を
舞
台
に
し
て
生
れ
た
。
物
語
は
台
南

で
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
「
私
」
が
、「
世
外
民
」
の
手
に
し
た

「
台
湾
府
古
図
」
に
導
か
れ
、
ト
ロ
ッ
コ
で
安
平
街
の
赤
嵌
城
址
を

訪
ね
る
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
植
民
の
島
台
湾
の
歴
史
を
語
る

鄭
成
功
の
要
塞
は
す
で
に
跡
か
た
も
な
く
、
か
つ
て
栄
華
を
誇
っ
た

安
平
港
も
土
砂
に
埋
ま
っ
て
見
渡
す
限
り
の
養
魚
池
に
な
っ
て
い
た
。

水
の
枯
野
原
と
も
見
え
る
さ
び
れ
た
廃
港
の
光
景
に
、「
荒
廃
の

美
」
の
具
象
化
を
見
た
「
私
」
は
、
内
地
で
は
体
験
で
き
な
い
深
い

感
慨
を
催
す
の
で
あ
る
。

「
フ
ム
、
こ
れ
が
港
か
！
」

「
さ
う
だ
！
」
世
外
民
は
私
の
声
に
応
じ
た
、「
港
だ
。
昔
は
、

昔
は
台
湾
第
一
の
港
だ
！
」

「
昔
は
…
…
」
私
も
思
は
ず
無
意
味
に
繰
返
し
た
。
そ
れ
が

多
少
感
動
的
で
い
や
だ
つ
た
と
気
が
つ
い
た
時
、
私
は
軽
く
虚

無
的
に
言
ひ
直
し
た
、

「
昔
は
…
…
…
か
」

後
年
の
春
夫
の
回
想
に
よ
れ
ば
〈
女
誡
扇
綺
譚
の
建
物
や
安
平
の

風
景
は
実
景
の
つ
も
り
〉（「
か
の
一
夏
の
記
」『
霧
社
』
一
九
三

六
・
七
、
昭
森
社
）
だ
と
い
う
。
し
か
し
今
、
安
平
街
の
表
通
り
は

【図版１】大正初期の赤嵌城址
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観
光
名
所
と
な
り
、
赤
嵌
城
も
美
し
く
整
備
さ
れ
て
、
廃
墟
の
面
影

は
も
は
や
な
い
。
養
魚
池
は
徐
々
に
住
宅
地
や
工
業
地
帯
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
、
付
近
の
景
観
は
一
変
し
た
。
何
と
か
当
時
の
様
子
を
偲

ぼ
う
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
開
い
て
み
る
。
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
発
行

『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
版
と
一
九
二

三
（
大
正
十
二
）
年
版
で
あ
る
。
安
平
港
の
記
述
を
繰
る
と
、
そ
こ

に
は
次
の
よ
う
な
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

〈
此
の
地
は
清
仏
戦
後
四
開
港
場
の
一
に
し
て
対
岸
貿
易
の
要

津
た
り
。
大
阪
商
船
会
社
の
台
湾
沿
岸
航
路
の
寄
港
地
と
し
て

南
部
物
資
の
呑
吐
港
な
り
、
然
れ
ど
も
近
時
港
内
次�

第�

に�

埋�

ま�

り�

、
大
船
巨
舶
の
碇
泊
に
便
な
ら
ず
、
故
を
以
て
其�

の�

繁�

栄�

は�

漸�

次�

打�

狗�

に�

奪�

は�

れ�

つ�

ゝ�

あ�

り�

〉（
一
九
一
六
年
）

〈
清
仏
戦
争
後
は
、
基
隆
・
淡
水
・
高
雄
と
共
に
本
島
の
四
大

港
と
し
て
、
外
国
貿
易
が
盛
と
な
つ
た
が
、
近
来
、
港�

口�

の�

閉�

塞�

と
共
に
、
大
船
の
碇
泊
に
便
な
ら
ず
、
其�

の�

繁�

栄�

は�

、
全�

く�

高�

雄�

に�

奪�

は�

る�

る�

に�

至�

つ�

た�

〉（
一
九
二
三
年
）（
傍
点
河
野
・

以
下
同
）

こ
こ
に
は
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
滅
び
つ
つ
あ
っ
た
一
つ

の
港
に
対
す
る
死
亡
認
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
春
夫
が

訪
れ
た
一
九
二
〇
年
前
後
こ
そ
、
安
平
の
衰
頽
が
決
定
的
と
な
り
、

タ

カ
オ

台
湾
南
部
主
要
港
の
地
位
が
名
実
と
も
に
打
狗
（
現
・
高
雄
）
へ
と

移
っ
た
転
換
期
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。

打
狗
は
春
夫
の
約
三
ヶ
月
半
に
お
よ
ぶ
台
湾
滞
在
の
う
ち
、
最
初

の
二
ヶ
月
を
過
ご
し
た
街
で
あ
る
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年

以
来
、
十
五
年
計
画
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
波
止
場
と
防
波
堤
の
造
成

が
進
め
ら
れ
、
港
の
底
を
さ
ら
っ
た
残
土
は
湿
地
の
埋
立
て
に
使
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
生
れ
た
広
大
な
更
地
の
上
に
は
、
事
業
欲
に
燃
え

た
移
民
が
内
地
か
ら
続
々
と
押
し
寄
せ
、
対
岸
砂
洲
上
の
台
湾
集

落
・
旗
後
街
（
現
・
旗
津
）
と
は
全
く
異
な
る
日
本
人
商
業
区
を
出

現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
春
夫
を
台
湾
へ
と
慫
慂
し
た
打
狗
の
歯
科

医
・
東
熈
市
（
新
宮
中
学
同
窓
）
も
そ
う
し
た
移
民
の
一
人
で
、
そ

の
片
鱗
は
東
の
家
を
〈
朝
日
を
浴
び
た
そ
の
新�

築�

の�

一�

戸�

〉（「
か
の

一
夏
の
記
」）
と
記
し
た
春
夫
の
文
章
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
明
る
い

根
無
し
草
の
活
気
に
沸
く
新
興
都
市
と
、
激
動
の
歴
史
を
鈍
色
に
淀

ま
せ
て
沈
み
ゆ
く
港
の
廃
市
と
。
春
夫
は
植
民
地
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
よ
っ
て
興
隆
し
、
ま
た
凋
落
し
て
行
く
対
照
的
な
二
つ
の
街
の
相

貌
を
、
そ
の
目
で
捉
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

３

さ
て
、
春
夫
が
台
南
を
訪
れ
た
正
確
な
日
付
や
経
路
に
つ
い
て
は

実
の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
本
人
の
回
想
で
は
〈
Ｈ

（
註
・
東
）
の
家
を
根
拠
に
台
南
以
南
の
見
物
に
興
じ
て
ゐ
る
う
ち

に
こ
の
地
の
暴
風
季
に
な
つ
て
来
た
し
、
旅
費
も
大
分
無
駄
づ
か
ひ

―７２―



し
て
し
ま
つ
た
。
そ
ん
な
に
の
ん
き
に
構
へ
て
ゐ
る
位
な
ら
一
そ
対

岸
地
方
も
見
物
し
て
来
た
ら
ど
う
か
と
丙
牛
先
生
（
註
・
森
丑
之

助
）
の
提
案
が
あ
つ
た
〉（「
か
の
一
夏
の
記
」）
と
い
う
が
、
十
五

年
以
上
経
っ
た
後
の
記
憶
で
あ
る
だ
け
に
、
不
正
確
な
点
も
多
い
。

例
え
ば
、
対
岸
見
物
（
大
陸
福
建
省
へ
の
渡
航
）
は
森
の
勧
め
に
よ

る
も
の
で
な
く
、
春
夫
か
ら
森
に
相
談
を
持
ち
か
け
、
台
湾
新
聞
社

の
資
金
援
助
を
得
て
実
行
し
た
ら
し
い
こ
と
が
、
一
九
二
〇
年
当
時

の
春
夫
宛
て
の
森
書
簡
や
父
宛
て
の
春
夫
書
簡
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。

こ
の
一
事
に
よ
っ
て
も
、
春
夫
の
記
憶
の
み
に
頼
る
こ
と
は
危
う
く
、

外
部
資
料
や
同
時
代
資
料
の
裏
付
け
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
お
よ
そ
一
世
紀
前
の
裏
付
け
調
査
は
簡
単
で
は
な
い
。
春

夫
と
接
触
し
て
い
た
台
中
の
『
台
湾
新
聞
』
を
見
た
く
て
も
、
大
正

期
の
同
紙
を
所
蔵
す
る
公
共
機
関
は
台
湾
島
内
で
さ
え
確
認
で
き
な

い
の
で
あ
る
（
ど
こ
か
古
い
家
の
納
屋
に
で
も
眠
っ
て
い
て
、
そ
の

う
ち
ゴ
ミ
回
収
に
出
さ
れ
る
か
と
思
う
と
気
が
気
で
な
い
。
断
片
的

に
は
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
植
物
標
本
の
包
み
紙
と
し
て

見
つ
か
っ
て
い
る
）。
唯
一
希
望
が
持
て
る
の
は
、
台
南
第
二
高
女

に
い
が
き

の
国
語
教
師
を
つ
と
め
た
新
垣
宏
一
が
、
昭
和
戦
前
期
に
「
女
誡
扇

綺
譚
」
の
舞
台
を
実
地
調
査
し
て
い
た
こ
と
で
、『
台
湾
日
報
』

（『
台
南
新
報
』
後
継
紙
）
紙
上
に
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
、

今
で
は
得
難
い
数
々
の
事
実
を
明
か
し
て
く
れ
る
。

新
垣
の
調
査
は
、「
旧
城
の
陳
」
の
行
方
を
追
っ
て
打
狗
か
ら
始

ま
る
。
春
夫
の
「
か
の
一
夏
の
記
」
に
、〈
Ｈ
（
註
・
東
熈
市
）
の

知
り
合
ひ
の
本
島
人
で
自
分
の
友
人
に
な
つ
た
の
が
ま
だ
二
三
人
は

ゐ
る
。
旧�

城�

の�

陳�

な
ど
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
ゐ
る
一
人
で
あ
る
〉

と
見
え
る
人
物
で
あ
る
。
旧
城
（
現
・
高
雄
市
左
営
区
）
と
は
高
雄

市
北
郊
の
半
屏
山
と
亀
山
に
挟
ま
れ
た
蓮
池
潭
に
の
ぞ
む
古
街
で
、

〈
台
南
か
ら
汽
車
で
一
時
間
行
程
の
亀�

山�

の�

麓�

の
豪
家
の
出
〉
だ
と

い
う
「
世
外
民
」
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
一
致
す
る
。
一
九
一
三
（
大

正
二
）
年
打
狗
生
れ
の
新
垣
は
ま
ず
、
記
憶
を
た
ど
っ
て
東
熈
市
の

歯
科
医
院
が
〈
浄
水
池
の
下
、
湊
町
方
面
を
南
に
見
渡
す
例
の
貴
賓

館
道
路
の
入
口
近
く
（
現
在
の
寿
旅
館
の
あ
る
と
こ
ろ
）〉
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
説
き
お
こ
し
、〈
当
時
東
氏
方
に
ゐ
ら
れ
そ
の
後
を
継

が
れ
た
高
野
歯
科
医
師
〉
に
取
材
し
て
、
東
家
出
入
り
の
台
湾
人
の

な
か
に
旧
城
出
身
の
陳
姓
の
人
物
が
い
た
こ
と
を
確
か
め
た
（「
台

湾
文
学
艸
録
（
十
七
）
佐
藤
春
夫
の
こ
と
」『
台
湾
日
報
』
一
九
三

八
・
一
一
・
一
）。

高
野
歯
科
医
師
の
談
を
聞
く
と
、
陳
と
い
ふ
旧
城
の
金
持
が
東

氏
の
家
へ
よ
く
遊
び
に
来
た
こ
と
は
た
し
か
で
、
何
で
も
東
氏

は
こ
の
陳
か
ら
金
を
借
て
家
の
設
備
を
し
た
や
う
だ
と
言
は
れ

た
。
と
に
か
く
、
こ
の
陳
は
東
氏
、
春
夫
等
と
同
じ
位
の
年
配

で
、
性
質
も
面
白
か
つ
た
と
い
は
れ
る
。
よ
く
三
人
で
飲
み
廻

つ
た
り
す
る
く
ら
ゐ
気
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
／
「
女
誡
扇
綺

マ
マ

譚
」
中
に
出
て
来
る
世
外
民
は
招
仙
閣
楼
上
（
註
・
酔
仙
閣
）
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で
、
此
の
「
私
」
な
る
記
者
と
痛
飲
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
は

春
夫
と
陳
の
二
人
の
向
ひ
会
つ
た
姿
が
頭
に
浮
ん
で
来
る
の
で

あ
る
。（「
同
（
十
九
）」
一
九
三
八
・
一
一
・
五
）

マ
マ

そ
の
後
新
垣
は
、
こ
の
陳
が
〈
前
の
岡
山
郡
左
衛
庄
長
（
註
・
左

営
庄
長
）
陳
聰
楷
氏
で
現
在
は
高
雄
で
薬
種
商
を
営
業
し
て
ゐ
ら
れ

る
〉
こ
と
を
突
き
と
め
、
あ
る
日
高
雄
塩

町
に
そ
の
人
物
を
訪
ね

て
い
る
。
新
垣
を
迎
え
た
の
は
〈
痩
型
の
物
や
さ
し
い
五
十
近
い
紳

士
〉
で
、
過
ぎ
た
夏
の
客
人
を
〈「
佐
藤
ス
ン
プ
（
春
夫
）
先
生
」

と
な
つ
か
し
げ
に
語
る
〉、
面
ざ
し
ゆ
か
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。

新
垣
が
紹
介
す
る
陳
の
証
言
に
は
、
春
夫
の
文
章
に
現
れ
な
い
次

の
十
の
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
（「「
女
誡
扇
綺
譚
」
と
台
南
の
町

（
三
）」『
台
湾
日
報
』
一
九
四
〇
・
五
・
一
）。

①
春
夫
が
福
建
土
産
の
真
白
い
中
国
服
で
散
策
し
た
こ
と
。

②
本
島
人
の
青
楼
で
春
夫
が
電
扇
を
探
し
た
こ
と
。

③
「
鷹
爪
花
」
の
尼
寺
は
鳳
山
竹
仔
脚
の
明
禅
堂
で
あ
る
こ
と
。

④
春
夫
の
台
南
見
物
は
二
度
目
だ
っ
た
こ
と
。

⑤
安
平
や
赤

楼
で
、
春
夫
が
瓦
を
採
集
し
た
こ
と
。

⑥
禿
頭
港
に
は
友
人
と
三
人
で
出
か
け
た
こ
と
。

⑦
春
夫
は
帰
宿
後
再
び
廃
屋
の
ス
ケ
ッ
チ
に
出
か
け
た
こ
と
。

⑧
三
人
で
幽
霊
屋
敷
の
あ
る
米
街
を
散
策
し
た
こ
と
。

⑨
宿
は
四
春
園
で
あ
っ
た
こ
と
。

⑩
中
国
服
を
着
た
春
夫
が
、
陳
と
並
ん
で
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
。

む
ろ
ん
陳
の
記
憶
も
二
十
年
の
月
日
を
経
て
す
べ
て
正
確
と
い
う

保
証
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
が
、
今
で
は
台
南
旅
行
の
空
白
を
埋
め
る

唯
一
の
貴
重
な
証
言
な
の
で
あ
る
。

新
垣
は
営
業
中
の
老
舗
旅
館
・
四
春
園
の
帳
簿
に
期
待
を
か
け
る

が
、
す
で
に
記
録
は
散
逸
し
、
春
夫
の
台
南
訪
問
日
を
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。
た
だ
し
、
二
度
目
の
台
南
訪
問
が
福

建
旅
行
の
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
陳
の
証
言
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
福
建
旅
行
へ
の
出
発
は
、「
よ
み
う
り
抄
」（『
読
売
新

聞
』
一
九
二
〇
・
七
・
二
八
）
の
消
息
欄
に
〈
佐
藤
春
夫
氏
は
二
十

一
日
厦
門
に
渡
つ
た
〉
と
あ
り
、
春
夫
の
『
南
方
紀
行
』（
一
九
二

二
・
四
、
新
潮
社
）
に
は
厦
門
・
漳
州
を
め
ぐ
る
約
二
週
間
の
記
事

が
あ
る
。
ま
た
春
夫
が
東
ら
に
別
れ
、
台
北
の
森
丑
之
助
宅
に
到
る

縦
断
旅
行
に
出
た
の
が
九
月
な
か
ば
で
あ
る
か
ら
、
春
夫
が
陳
と
台

南
を
訪
れ
た
の
は
、
八
月
中
旬
か
ら
遅
く
と
も
九
月
初
旬
ま
で
の
出

来
事
だ
と
い
う
推
定
ま
で
し
か
今
の
と
こ
ろ
は
で
き
な
い
。「
満
韓

と
こ
ろ
�
�
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
九
・
一
〇
・
二
一
〜
一
二
・

三
〇
）
執
筆
の
た
め
の
詳
細
な
日
記
が
残
る
夏
目
漱
石
で
あ
れ
ば
、

旅
行
中
の
一
日
を
無
作
為
に
抽
出
し
て
、
そ
の
日
の
何
時
に
ど
こ
で

何
を
し
て
い
た
か
は
か
な
り
正
確
に
特
定
で
き
る
が
、
春
夫
の
場
合
、

携
帯
し
て
い
た
は
ず
の
〈
懐
中
記
事
冊
〉（『
南
方
紀
行
』）
を
旅
行

後
の
早
い
段
階
で
な
く
し
て
い
る
た
め
、
時
日
に
関
わ
る
謎
は
容
易

に
解
け
て
は
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
調
査
を
し
て
い
る
と
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き
は
、
時
折
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
本
気
で
思
う

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ア
リ
バ
イ

捜
索
の
よ
う
な
調
査
欲
を
掻
き
立
て
て
く
れ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

４

「
女
誡
扇
綺
譚
」
に
話
を
戻
す
と
、
安
平
港
を
後
に
し
た
「
私
」

と
「
世
外
民
」
は
、
ト
ロ
ッ
コ
に
揺
ら
れ
て
四
十
分
の
道
の
り
を
台

ク
ッ
タ
ウ
カ
ン

南
西
郊
ま
で
引
き
返
し
、
そ
こ
で
下
車
し
て
禿
頭
港
と
い
う
古
い
街

に
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
港
か
ら
引
き
こ
ん
だ
運
河
が
最
も
街

の
奥
に
ま
で
達
し
た
荷
揚
場
で
、
往
時
は
ジ
ャ
ン
ク
船
が
輻
輳
し
殷

賑
を
き
わ
め
た
と
い
う
が
、
い
ま
で
は
悪
臭
の
漂
う
陋
巷
に
過
ぎ
な

い
。
落
胆
す
る
二
人
の
前
に
、
し
か
し
突
然
、
要
塞
の
よ
う
な
銃
楼

を
持
つ
古
い
豪
邸
が
出
現
す
る
。
廃
墟
と
見
え
る
そ
の
家
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
二
階
か
ら
「
ど
う
し
た
の
？

な
ぜ
も
つ
と
早
く
い

ら
つ
し
や
ら
な
い
。
…
…
」
と
女
の
声
が
す
る
。
土
地
の
老
婆
の
話

に
よ
れ
ば
、
こ
の
家
は
対
岸
泉
州
か
ら
の
入
植
者
を
先
祖
に
持
つ
沈

家
の
も
の
で
、
一
夜
の
嵐
で
破
産
し
た
元
の
船
問
屋
だ
と
言
う
。
初

代
の
悪
事
が
四
代
目
に
祟
っ
て
の
没
落
と
噂
さ
れ
る
が
、
沈
家
最
後

の
一
人
娘
は
、
婚
約
者
を
待
ち
な
が
ら
二
階
の
寝
室
で
餓
死
し
た
ら

し
い
。
以
来
、
そ
こ
に
入
る
男
は
時
々
若
い
女
の
声
を
聞
く
の
で
、

幽
霊
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
地
元
の
人
間
は
誰
も
が
忌
避
す
る
場
所
だ
と

言
う
。

二
〇
一
一
年
二
月
二
十
日
、
蔡
さ
ん
と
こ
の
廃
屋
が
あ
っ
た
と
伝

わ
る
街
の
入
口
に
ス
ク
ー
タ
ー
を
停
め
た
（
厳
密
に
言
う
と
、
蔡
さ

ん
の
運
転
す
る
ス
ク
ー
タ
ー
の
荷
台
か
ら
私
は
降
り
た
）。
新
垣
宏

一
の
現
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
土
地
も
建
物
も
細
分
化
さ
れ
て
分
か
り

に
く
い
も
の
の
、
広
壮
な
邸
宅
跡
と
思
し
き
一
帯
が
、
台
南
西
郊

シ
ン
カ
ン

「
仏�

頭
港
」
の
西
側
（
海
側
）、
か
つ
て
新
港

ケ
ン

と
称
し
た
入
船
町
二

ノ
一
六
三
を
中
心
に
残
っ
て
い
た
と
言
う
。
新
垣
の
紙
面
に
は
銃
楼

を
改
装
し
た
家
の
写
真
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「「
女
誡
扇
綺
譚
」
と

台
南
の
町
（
四
）」『
台
湾
日
報
』
一
九
四
〇
・
五
・
三
）。
今
回
の

調
査
の
最
初
の
目
的
は
、
こ
の
家
の
現
況
を
確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。

「
入
船
町
」
と
い
う
地
名
は
、
一
九
二
〇
年
の
地
方
行
政
制
度
改

革
の
と
き
に
、
伝
統
的
地
名
の
新
港

街
を
改
称
し
た
も
の
だ
が
、

現
在
は
信
義
街
と
な
り
、
旧
台
南
市
街
の
西
端
を
扼
す
る
兌
悦
門
か

ら
東
に
延
び
る
細
い
路
地
沿
い
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
附
近
は
古

く
か
ら
「
五
条
港
」
と
呼
ば
れ
、
北
か
ら
順
に
新
港
・
仏
頭
港
・
北

勢
港
・
南
河
港
・
松
子
脚
港
の
五
本
の
運
河
が
安
平
か
ら
枝
分
か
れ

し
て
こ
こ
に
達
し
て
い
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
の
間
、

運
河
の
周
辺
は
養
魚
池
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
や
全
く
潮
の

香
の
し
な
い
街
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
兌
悦
門
近
辺
に
残
る
「
老
古

石
街
」
の
古
称
は
、
商
品
を
満
載
し
て
出
帆
し
た
対
岸
貿
易
船
が
、

帰
路
軽
く
な
っ
た
船
の
転
覆
を
防
ぐ
た
め
に
積
み
帰
っ
た
石
の
集
積
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場
だ
っ
た
名
残
り
だ
と
い
う
。
清
の
道
光
十
五
年
（
一
八
三
五
）
建

造
で
、
台
南
の
城
門
と
し
て
は
唯
一
現
役
の
兌
悦
門
も
、
門
口
か
ら

基
礎
部
分
を
見
上
げ
る
と
石
積
み
が
見
え
、
船
の
重
し
が
建
材
に
再

利
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
女
誡
扇

綺
譚
」
の
次
の
描
写
に
も
符
合
す
る
の
で
、
こ
の
地
を
作
品
の
舞
台

と
す
る
新
垣
の
推
測
の
傍
証
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
出
て
来
た
こ
の
路
は
、
今
ま
で
の
せ
せ
つ
こ
ま
し
い
貧
民
区

よ
り
は
よ
ほ
ど
町
ら
し
か
つ
た
。
現
に
私
た
ち
が
背
を
倚
せ
て

ゐ
る
石
垣
も
古
く
こ
そ
は
な
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
相
当
な
家
で

な
け
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
で
こ
れ
ほ
ど
の
石
垣
を
外
囲
ひ
に
し

た
の
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
さ
う
思
つ
て
あ
た
り
を
見
渡
す

と
、
こ
の
一
廓
は
非
常
に
ふ
ん
だ
ん
に
石
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
み

な
古
色
を
帯
び
て
そ
れ
故
目
立
た
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
あ
た

り
が
今
ま
で
歩
い
て
き
た
す
べ
て
の
場
所
と
そ
の
気
持
が
全
く

違
つ
て
、
汚
い
な
が
ら
に
も
妙
に
裕
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
い
ふ

の
も
、
ど
う
や
ら
石
が
沢
山
に
用
ゐ
て
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由

ら
し
い
。

文
賢
路
側
（
西
）
か
ら
兌
悦
門
を
く
ぐ
っ
た
私
た
ち
は
、
過
去
へ

の
扉
を
開
け
た
よ
う
な
軽
い
興
奮
を
覚
え
た
。
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右

側
に
「
老�

古�

石�

集
福
宮
石
獅
公
館
」
が
あ
り
、
廟
の
工
事
に
小
さ
な

人
だ
か
り
が
し
て
い
る
の
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
信
義
街
の
町
名
板

が
懸
っ
た
一
帯
を
く
ま
な
く
、
そ
れ
こ
そ
両
側
の
民
家
の
ひ
さ
し
が

互
い
に
接
す
る
よ
う
な
小
路
に
い
た
る
ま
で
探
し
ま
わ
っ
た
。
し
か

し
七
十
年
前
の
新
聞
記
事
に
載
っ
て
い
る
写
真
で
す
ら
、
す
で
に
銃

楼
と
し
て
の
特
徴
を
失
っ
た
何
の
変
哲
も
な
い
二
階
家
で
あ
る
。
似

た
よ
う
な
建
物
は
い
く
つ
か
見
つ
か
り
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
清

朝
末
期
の
建
築
か
と
考
え
る
と
確
信
が
持
て
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ

た
。二

時
間
近
い
探
索
の
な
か
で
一
度
、
あ
る
種
異
様
な
思
い
を
味

わ
っ
た
の
は
、
切
石
の
高
い
塀
に
囲
ま
れ
た
古
い
邸
宅
を
街
の
中
心

に
見
出
し
た
と
き
で
あ
る
。
塀
越
し
に
見
え
る
母
屋
も
石
造
で
、
厦

コ

ロ
ン

ス

門
の
鼓
浪
嶼
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
九
三
〇
年
前
後
の
様
式
の

重
厚
な
洋
館
で
あ
る
。「
生
生
蘭
藝
」
の
表
札
が
か
か
っ
た
鉄
門
は

堅
く
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
一
本
の
椰
子
の
木
が
空
高
く
抜
き
ん
出
て

い
た
。
近
頃
ま
っ
た
く
手
入
れ
さ
れ
た
形
跡
の
な
い
前
庭
の
奧
に
、

蔵
造
り
の
よ
う
な
石
造
の
二
階
建
て
が
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
夥
し
い

鳥
声
が
す
る
の
で
目
を
凝
ら
す
と
、
何
百
と
い
う
数
の
黒
々
と
し
た

鳩
の
群
れ
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
、
巣
を
営
ん
で
い
た
。

日
本
時
代
の
地
番
の
変
遷
を
知
る
た
め
に
、
中
西
区
の
戸
政
事
務

所
を
訪
ね
た
が
、
は
か
ば
か
し
い
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
ろ

髪
を
ひ
か
れ
る
思
い
で
今
は
「
五
条
港
文
化
園
区
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
風
致
地
区
を
離
れ
た
が
、
そ
の
後
台
湾
文
学
館
と
台
南
市
立
図
書

館
で
文
献
調
査
を
し
て
い
る
と
き
に
、
思
わ
ぬ
収
穫
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
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「
女
誡
扇
綺
譚
」
で
は
、
幽
霊
屋
敷
を
出
た
あ
と
、
馴
染
み
の
旗

亭
（
居
酒
屋
）
で
一
献
傾
け
な
が
ら
、「
私
」
と
「
世
外
民
」
は
少

し
口
論
す
る
。「
私
」
の
推
理
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
女
の
声
の
正
体

は
、
時
と
場
所
か
ら
み
て
明
瞭
で
あ
る
。
誰
も
近
寄
ら
な
い
廃
屋
に
、

暑
さ
で
人
出
の
な
い
時
刻
を
選
ん
で
女
が
一
人
待
っ
て
い
る
の
な
ら
、

そ
れ
は
男
と
密
会
の
約
束
を
し
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
「
世
外
民
」

は
、〈
理
窟
に
は
合
つ
て
さ
う
だ
よ
。
た
だ
ね
、
そ
れ
が
僕
の
神
経

を
鎮
め
る
に
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
〉
と
言
っ
て
、
い
く
ら
説
明

し
て
も
納
得
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
…
世
外
民
君
！

君
は
一
た
い
あ
ま
り
詩
人
過
ぎ
る
。
旧
い

伝
統
が
し
み
込
ん
で
ゐ
る
の
は
結
構
で
は
あ
る
が
、
月
の
光
で

は
、
も
の
ご
と
は
ぼ
ん
や
り
し
か
見
え
な
い
ぜ
。
美
し
い
か
汚

い
か
は
知
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
太
陽
の
光
の
方
が
は
つ
き
り

見
え
る
か
ら
ね
」

「
比
喩
な
ど
言
は
ず
に
、
は
つ
き
り
言
つ
て
く
れ
給
へ
」
一
本

気
な
世
外
民
は
少
少
憤
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。

「
で
は
言
ふ
が
ね
、
亡
び
た
も
の
の
荒
廃
の
な
か
に
む
か
し
の

霊
が
生
き
残
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
美
観
は
―
―
こ
れ
や
支
那
の
伝

統
的
な
も
の
だ
が
、
僕
に
言
は
せ
る
と
、
…
…
君
、
憤
つ
ち
や

【図版２】現在の兌悦門
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い
か
ん
よ
―
―
ど
う
も
亡
国
趣
味
だ
ね
。
亡
び
た
も
の
が
ど
う

し
て
い
つ
ま
で
も
あ
る
も
の
か
。
無
け
れ
ば
こ
そ
亡
び
た
と
い

ふ
の
ぢ
や
な
い
か
」

「
君
！
」
世
外
民
は
大
き
な
声
を
出
し
た
。「
亡
び
た
も
の
と
、

荒
廃
と
は
違
ふ
だ
ら
う
。
―
―
亡
び
た
も
の
は
な
る
ほ
ど
無
く

な
つ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
荒
廃
と
は
無
く
な
ら
う

と
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
な
か
に
、
ま
だ
生
き
た
精
神
が
残
つ
て

ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
ぢ
や
な
い
か
」

「
私
」
の
紹
介
で
は
お
互
い
の
心
を
知
り
合
っ
た
無
二
の
親
友
と

し
て
語
ら
れ
る
「
世
外
民
」
だ
が
、
こ
の
場
面
に
は
唯
一
、
他
者
と

し
て
の
「
世
外
民
」
の
存
在
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
失
恋
後
の
自

暴
自
棄
か
ら
新
天
地
を
求
め
て
植
民
地
を
さ
す
ら
い
、〈
台
湾
三
界

ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ア

で
こ
ん
な
だ
ら
し
な
い
酒
飲
み
〉
と
な
っ
た
〈
無
関
心
者
〉
の

「
私
」
と
、〈
こ
の
港
と
興
亡
を
共
に
し
た
種
族
〉
で
あ
り
、
異
民
族

の
支
配
下
で
先
祖
代
々
の
「
秀
才
」（
科
挙
受
験
資
格
者
と
し
て
紳

士
の
待
遇
を
受
け
る
）
の
栄
誉
を
手
に
で
き
な
か
っ
た
「
世
外
民
」

と
で
は
、
同
じ
〈
酒
飲
み
〉
に
し
て
も
そ
の
立
場
は
あ
ま
り
に
も
違

い
す
ぎ
る
。
す
で
に
論
じ
た
こ
と
な
の
で
詳
述
は
し
な
い
が
（
拙
稿

「
佐
藤
春
夫
「
女
誡
扇
綺
譚
」
論
―
或
る
〈
下
婢
〉
の
死
ま
で
―
」

『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
〇
六
・
一
〇
）、「
女
誡
扇
綺
譚
」
は
、
台

湾
を
新
天
地
と
夢
み
、「
声
の
女
」
を
道
徳
破
壊
の
力
強
い
ヒ
ロ
イ

ン
と
思
い
こ
ん
だ
「
私
」
が
、
幻
想
を
裏
切
ら
れ
た
腹
い
せ
に
一
人

の
少
女
を
追
い
詰
め
、
死
を
決
意
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
あ
る
種
の

「
犯
罪
」
を
、
ま
こ
と
に
隠
微
に
語
っ
た
物
語
で
あ
る
。「
世
外
民
」

と
の
友
情
関
係
に
し
て
も
、
そ
れ
を
力
説
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か

え
っ
て
二
人
の
亀
裂
の
深
刻
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
ね
じ
れ
構
造

の
独
白
体
が
、
大
き
な
読
み
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
二
人
が
こ
の
議
論
を
繰
り
広
げ
る
旗
亭
の
名
は
「
酔
仙

閣
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
活
字
発
表
さ
れ
た
調
査
報

告
の
中
で
は
、
新
垣
宏
一
は
こ
の
旗
亭
の
モ
デ
ル
に
関
し
て
何
も
触

れ
て
い
な
い
。「
禿
頭
港
」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
も
、
三
〇
年
代

の
「
仏
頭
港
」
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
春
夫
の
創
作
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
菊
香

『
府
城
今
昔
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
、
台
南
市
政
府
）
に
収
録
さ
れ
た

「
光
緒
年
間
台
湾
府
街
道
全
図
」
を
見
る
と
、「
仏
頭
港
」
の
位
置
に

は
こ
の
名
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。「
女
誡
扇
綺
譚
」
に
登
場

す
る
固
有
名
は
案
外
虚
構
と
は
言
い
切
れ
ず
、
春
夫
の
実
地
調
査
時

の
採
録
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
戦
前
台
南
に
存
在
し
た
店
舗
の
詳
細
を
調
べ
始
め
た
。
日

本
国
内
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
る
地
図
資
料
編
纂
会
編
『
中
国
商
工

地
図
集
成
』（
一
九
九
二
・
一
〇
、
柏
書
房
）
所
載
「
大
日
本
職
業

別
明
細
図
」
台
湾
・
台
南
（
一
九
三
六
・
二
、
東
京
交
通
社
）
に
、

西
門
町
四
丁
目
交
叉
点
の
東
南
角
地
、
現
在
の
地
名
で
言
え
ば
、
市

街
西
側
を
南
北
に
走
る
西
門
路
（
か
つ
て
の
城
壁
を
崩
し
て
で
き
た
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大
通
り
）
と
、
中
正
路
と
の
交
点
に
、「
酔
仙
閣
」
の
名
が
あ
る
。

だ
が
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
を
愛
読
し
て
古
都
台
南
の
風
物
に
憧
れ
を

抱
い
た
新
垣
宏
一
が
、
台
南
二
女
の
教
員
と
な
り
、
念
願
か
な
っ
て

市
内
の
古
跡
調
査
を
始
め
た
の
が
翌
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
酔
仙
閣
」
も
、
台
湾
で
の
春
夫

人
気
に
あ
や
か
っ
た
店
名
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
は
、
永
い
間
ぬ

ぐ
え
ず
に
い
た
。

信
義
街
の
調
査
の
あ
と
、
旧
台
南
州
庁
の
建
物
を
改
装
し
た
台
湾

文
学
館
を
訪
ね
、『
台
南
新
報
』
の
復
刻
版
を
め
く
り
始
め
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
九
二
一
（
大
正

十
）
年
五
月
以
降
の
紙
面
な
の
で
、
春
夫
在
台
時
の
記
事
そ
の
も
の

を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
わ
ず
か
な
手
掛
か
り
で
も
と

思
っ
て
大
判
の
復
刻
版
を
流
し
読
み
し
て
い
る
と
、
一
九
二
二
（
大

正
十
一
）
年
一
月
一
日
の
紙
面
ま
で
来
て
は
っ
と
息
を
の
ん
だ
。
紙

面
の
大
半
が
年
頭
の
挨
拶
で
占
め
ら
れ
、
当
時
台
南
で
営
業
し
て
い

た
店
舗
が
軒
並
み
名
を
連
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
め
た
と
思
っ
て

最
初
か
ら
一
面
一
面
注
意
深
く
辿
っ
て
み
る
と
、
果
し
て
第
三
十
二

面
最
下
段
に
小
さ
く
「
酔
仙
閣
」
の
活
字
が
並
ん
で
い
る
の
が
目
に

入
っ
た
。
そ
の
広
告
に
い
わ
く
、〈
大
歓
迎
忘
年
会
新
年
宴
会
／
台

南
市
永
楽
町
参
丁
目
拾
弐
番
地
／
支
那
料
理
店

酔
仙
閣
／
高
得
／

設
備
改
良
、
価
格
大
勉
強
、
嶄
新
御
料
理
提
供
、
弐
百
名
以
上
の
宴

会
は
引
受
致
候
、
特
に
御
客
様
の
御
求
め
に
応
じ
申
候
〉（
図
版
３
）。

念
の
た
め
翌
年
一
月
一
日
の
年
始
挨
拶
を
見
る
と
、
今
度
は
第
三

十
三
面
中
段
に
、〈
台
南
市
永
楽
町
三
丁
目
（
電
話
三
七
二
番
）
／

御
宴
席
料
理
屋

酔
仙
閣
／
高
金
渓
〉
と
簡
略
な
記
事
が
出
て
い
る

（
図
版
４
）。
設
備
改
良
と
い
う
言
葉
か
ら
す
れ
ば
、
永
楽
町
酔
仙
閣

の
営
業
開
始
は
、
一
九
二
二
年
よ
り
少
な
く
と
も
数
年
は
遡
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
わ
ず
か
一
年
半
前
の
春
夫
の
台
南
訪
問
時
に
、
こ
の

店
が
存
在
し
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
職

業
別
明
細
図
に
出
て
い
た
西
門
町
四
丁
目
の
「
酔
仙
閣
」
に
つ
い
て

も
調
べ
を
進
め
て
行
く
と
、
経
営
者
の
姓
は
高
、
電
話
番
号
は
三
七

二
番
で
、
大
正
期
の
永
楽
町
店
舗
が
移
転
し
た
も
の
と
見
て
相
違
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
版
５
）。
永
楽
町
店
舗
は
二
百
名
以
上
の

宴
会
が
可
能
な
大
店
舗
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
規
模
の
大
き
さ
は
移
転

後
の
広
告
写
真
に
見
え
る
五
階
建
て
の
大
建
築
か
ら
も
頷
く
こ
と
が

で
き
る
。

「
酔
仙
閣
」
が
大
正
期
に
実
在
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
永
楽
町
に

あ
っ
た
こ
と
は
今
回
の
調
査
で
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
春
夫
訪
問
時
の
足
取
り
を
考
え
る
上
で
極
め
て
意
義
深
い
。

日
本
時
代
の
永
楽
町
三
丁
目
（
旧
・
薬
王
廟
街
）
は
今
の
神
農
街
、

対
岸
貿
易
の
守
護
神
を
祀
っ
た
水
仙
宮
の
門
前
町
で
、
現
在
ま
で
続

く
永
楽
市
場
が
あ
り
、
古
く
か
ら
五
条
港
の
中
で
も
最
も
繁
華
な
土

地
柄
で
あ
っ
た
。
古
地
図
で
見
る
と
、
新
垣
が
廃
屋
の
所
在
地
と
し

て
特
定
し
た
入
船
町
二
丁
目
は
す
ぐ
隣
で
、
三
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
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て
い
な
い
（
図
版
６
下
段
参
照
）。
ま
た
、
入
船
町
の
廃
屋
見
学
か

ら
市
街
中
心
の
四
春
園
へ
と
戻
る
な
ら
、
水
仙
宮
脇
を
通
る
ル
ー
ト

が
最
も
自
然
に
選
択
さ
れ
る
。
春
夫
が
「
酔
仙
閣
」
に
実
際
に
あ
が

り
、
陳
聰
楷
と
酒
盃
の
応
酬
を
し
た
こ
と
ま
で
は
不
明
だ
が
、
少
な

く
と
も
薬
王
廟
街
を
通
っ
て
こ
の
中
華
料
理
店
に
目
を
と
め
な
か
っ

た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
作
中
の
「
酔
仙
閣
」
と
い
う
三
文
字
の
中

に
は
、
春
夫
が
台
南
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
た
九
十
一
年
前
の
夏
の
日
の

記
憶
が
確
か
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

６

二
月
の
調
査
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
新
し
い
事
実
を
い
く
つ
か
発

掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
得
て
し
て
容
易
に
分
か
る
と
思
っ
て
い

た
事
項
は
な
か
な
か
裏
付
け
が
取
れ
ず
、
到
底
望
み
薄
と
悲
観
し
て

い
た
事
項
の
方
が
、
幸
運
に
助
け
ら
れ
て
発
見
で
き
る
よ
う
な
場
合

が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
偶
然
の
僥
倖
の
中
で
も
、
今
回
最
も
記
憶

に
残
っ
た
調
査
の
一
こ
ま
を
最
後
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
は
新
垣
宏
一
の
記
事
に
見
え
る
春
夫
の
案
内
へ
「
陳
聰

楷
」
な
る
人
物
に
何
度
か
触
れ
て
き
た
。
今
回
の
台
湾
訪
問
の
大
き

な
目
的
の
一
つ
に
は
、
彼
に
ゆ
か
り
の
人
々
を
探
し
あ
て
る
こ
と
も

含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
手
が
か
り
と
い
っ
て
は
全
く

持
ち
合
わ
せ
が
な
く
、
ま
た
台
南
滞
在
中
も
廃
屋
探
索
や
文
献
調
査

【
図
版
３
】『
台
南
新
報
』
一
九
二
二
・
一
・
一

【
図
版
４
】『
台
南
新
報
』
一
九
二
三
・
一
・
一

【
図
版
５
】『
台
南
市
商
工
案
内
』（
昭
和
期
・
刊
記
欠
損
）

※
図
版
３
〜
５
は
台
南
市
立
図
書
館
蔵
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❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

【
図
版
６
】『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
一
九
一
六
（
大
正
五
年
）
版
（
上
）
と
同
二
三
（
大
正
十
二
）
年
版

❶
兌
悦
門

❷
廃
屋
の
跡

❸
元
の
酔
仙
閣

❹
ト
ロ
ッ
コ
の
下
車
地
点
？

―８１―



で
予
想
以
上
に
時
間
を
費
し
て
し
ま
い
、
こ
ち
ら
の
調
査
に
は
な
か

な
か
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
週
間
の
滞
在
予
定
も

ほ
と
ん
ど
時
日
が
尽
き
か
け
た
二
月
二
十
三
日
、
よ
う
や
く
昔
の
旧

城
、
今
は
新
幹
線
も
停
ま
る
左
営
駅
を
降
り
て
、
蓮
池
潭
に
面
し
た

「
旧
城
の
陳
」
の
故
地
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

新
垣
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
世
外
民
」
の
モ
デ
ル
陳
聰
楷
は
元
の

左
営
庄
長
で
あ
っ
た
由
で
、
ま
ず
は
そ
の
方
面
に
見
当
を
つ
け
る
こ

と
に
し
た
。
し
か
し
、
い
か
に
土
地
の
名
士
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情

報
の
管
理
が
厳
重
な
現
在
の
台
湾
で
は
、
遺
族
探
し
は
容
易
で
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
役
所
に
来
意
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
案
内
の
職

員
の
方
が
労
を
厭
わ
ず
各
部
署
に
照
会
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
カ
ウ
ン

タ
ー
で
九
十
一
年
前
の
佐
藤
春
夫
の
来
訪
や
、
新
垣
宏
一
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
コ
ピ
ー
を
示
し
な
が
ら
説
明
す
る
と
、
と
り
あ
え
ず
と

い
う
の
で
数
名
の
職
員
の
方
が
帳
簿
を
調
べ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
を
待
つ
間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
や
り
と
り
を
聞

き
つ
け
て
集
ま
っ
て
き
た
一
人
の
職
員
が
、
陳
聰
楷
の
名
を
聞
い
て
、

か
つ
て
の
上
司
の
父
だ
と
言
う
。
幸
い
な
こ
と
に
、
陳
聰
楷
の
子
も

ま
た
左
営
の
役
所
勤
め
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
上
司
は
す
で
に
定
年

を
迎
え
て
他
界
し
た
が
、
そ
の
子
、
つ
ま
り
陳
聰
楷
の
孫
は
今
で
も

左
営
に
住
ん
で
店
を
経
営
し
て
い
る
。
訪
ね
る
気
な
ら
今
か
ら
電
話

を
か
け
て
面
会
希
望
の
意
を
先
方
に
伝
え
る
と
い
う
。

右
に
そ
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
役
所
の
方
々
の
応
対
は
、

年
度
末
の
事
務
多
端
な
折
か
ら
申
し
訳
な
い
ほ
ど
親
切
な
も
の
で
、

「
先
方
に
は
確
か
に
用
件
を
伝
え
た
が
、
連
絡
は
あ
っ
た
か
」
と
あ

と
で
心
配
し
て
電
話
を
く
だ
さ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
陳
氏
か
ら
連
絡
を

待
つ
間
は
、
古
い
城
壁
の
中
に
あ
る
旧
城
文
化
協
会
を
訪
ね
て
、
陳

聰
楷
の
旧
宅
は
蓮
池
潭
春
秋
閣
に
近
い
元
帝
廟
の
脇
に
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
家
の
屋
根
に
は
独
特
の
棟
飾
り
が
あ
っ
て
仕
官
の
家
の
格

式
を
示
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の
家
は
道
路
拡
張
の
再
開
発
で

す
で
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
陳
聰
楷
が
一
九
二
六
（
大
正
十

五
）
年
に
城
隍
廟
に
奉
納
し
た
木
の
扁
額
が
今
で
も
同
廟
三
階
の
資

料
館
で
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
レ
ン
タ
ル
ス

ク
ー
タ
ー
で
そ
の
一
つ
一
つ
を
見
て
回
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
た
。

陳
錦
清
氏
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
の
は
夜
の
九
時
す
ぎ
、
安
平
の
蔡

さ
ん
宅
に
戻
り
、
二
月
と
い
う
の
に
耳
元
を
か
す
め
る
蚊
を
た
た
き

な
が
ら
文
学
談
義
を
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。
待
ち
合
わ
せ
は
翌
日

の
午
後
、
実
に
帰
国
前
日
の
こ
と
で
あ
る
。
約
束
の
孔
子
廟
門
前
に

ス
ク
ー
タ
ー
で
現
れ
た
陳
氏
は
、
新
垣
宏
一
が
会
っ
た
頃
の
陳
聰
楷

と
同
年
輩
の
小
柄
な
方
で
あ
っ
た
。
目
に
は
柔
和
な
光
が
あ
り
、
気

取
ら
ぬ
自
然
体
で
人
を
惹
き
つ
け
る
穏
や
か
な
印
象
も
、
新
垣
の
描

写
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
錦
清
氏
は
陳
聰
楷
の
三
男
の
次
男
に
あ
た
る

と
言
う
。
台
湾
ビ
ー
ル
を
勧
め
な
が
ら
、
父
の
形
見
の
古
い
ア
ル
バ

ム
を
五
六
冊
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
初
め
て
陳
聰
楷
の

写
真
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

―８２―



ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
る
錦
清
氏
は
、
写
真
の
中

の
祖
父
に
見
ま
が
う
ほ
ど
よ
く
面
影
を
受
け
継
い
で
い
て
、
聰
楷
そ

の
人
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
抑
え
難
か
っ
た
。
そ
し

て
、
春
夫
と
訪
れ
た
禿
頭
港
の
廃
屋
の
こ
と
、
薬
王
廟
街
に
あ
っ
た

酔
仙
閣
の
こ
と
な
ど
戻
ら
な
い
夏
の
一
日
の
行
楽
に
つ
い
て
あ
れ
こ

れ
質
問
を
ぶ
つ
け
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
る
自
分
に
苦
笑
し
た
。

古
都
台
南
と
「
女
誡
扇
綺
譚
」
に
む
け
ら
れ
た
新
垣
の
一
途
な
眼

差
し
に
は
、
異
文
化
の
土
地
に
生
れ
た
移
民
二
世
（
い
わ
ゆ
る
「
湾

生
」）
の
切
な
い
「
郷
土
愛
」
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
そ
の
点
簡
単

に
そ
の
心
事
を
推
し
量
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
ん
な

瞬
間
に
は
、
七
十
年
と
い
う
時
の
垣
根
が
一
気
に
取
り
払
わ
れ
て
し

ま
い
、
か
つ
て
同
じ
探
索
に
情
熱
を
注
い
だ
新
垣
の
思
い
が
ひ
し
ひ

し
と
身
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

〔
付
記
〕

今
回
の
調
査
に
多
大
な
ご
協
力
を
た
ま
わ
っ
た
陳
錦
清
氏
、
蔡
維
鋼
氏
、

高
雄
市
左
営
区
行
政
中
心
の
皆
さ
ん
、
貴
重
な
図
版
資
料
の
掲
載
を
快
く

許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
台
南
市
立
図
書
館
に
謹
ん
で
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
文
に
お
名
前
を
挙
げ
た
方
々
の
う
ち
故
人
に
関
し
て
は
、
歴
史

上
の
人
物
と
し
て
敬
称
を
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
諒
解
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果
は
、
本
稿
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
内
容
を
も

【
図
版
７
】
林
亮
編
『
御
大
典
記
念
高
雄
州
人
士
録
』（
一
九
二
九
・
七
、

台
湾
パ
ッ
ク
屏
東
支
局
）
所
載
の
陳
聰
楷
像
（
陳
錦
清
氏
提
供
）。
一
八

九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
の
生
れ
で
、
春
夫
と
同
年
で
あ
る
。

―８３―



含
め
て
、
後
日
改
め
て
詳
細
な
註
釈
形
式
で
の
公
表
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
旅
寓
に
て
。
二
〇
一
一
、
八
、
九

（
こ
う
の

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
専
任
講
師
）

【
図
版
８
】
陳
聰
楷
一
家
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
一

月
撮
影
（
陳
鍗
清
氏
提
供
）。
前
列
左
よ
り
望
祥
（
長
男
）、

藍
淑
端
（
妻
）、
母
、
乃
獲
（
父
）、
聰
楷
。
後
列
左
よ
り
掌

珠
（
長
女
）、
夢
修
（
次
男
・
錦
清
氏
父
）。

―８４―
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